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科目ｺｰﾄﾞ 420 

科 目 名 放射線検査概論（Introduction to Nuclear Medicine） 開講学科 臨床検査学科 

選択区分 必修 単位数（時間） １単位（15時間） 履修時期 ３年次後期 

 目科門専分区目科 ＊造晴 田増、＊博 野東 員教当担

授業概要 

 近年、放射線医学は科学技術の進歩とともに著しく発展している分野である。その一つである放射性

同位元素を用いる核医学検査も日常診療で不可欠なものとなっている。そこで放射性同位元素の基礎的

知識を修得するとともに、臨床応用の現状について、具体的に学ぶ。 

授業目標 放射性同位元素およびそれを用いた臨床検査の正しい知識を修得する。 

授業内容 

 当 担 容       内 目   項 回

１ 放射性同位元素 放射性同位元素の定義、単位、性質等について学ぶ 

増田晴造 

２ 診療への応用と管理 ＲＩを用いた検査や治療と安全管理について学ぶ 

３ 脳神経 脳神経の核医学検査について特徴や必要性を学ぶ 

東野博 

４ 内分泌・呼吸器 
甲状腺や副腎などの内分泌や呼吸器の核医学検査について

特徴や必要性を学ぶ 

５ 循環器検査 循環器領域の放射線医学について学ぶ 

６ 
消化器・泌尿生殖器・

血液 

消化器や泌尿生殖器などの核医学検査について特徴や必要

性を学ぶ 

７ 骨・腫瘍 
骨およびＰＥＴも含めた腫瘍の核医学検査について特徴や

必要性を学ぶ 

８ 核医学総論と試験 核医学全般を網羅した知識の整理を行う 

成 績 評 価 方 法 
定期試験による。 

（配点）東野非常勤講師担当分野 85％  増田非常勤講師担当分野 15％ 

教科書 久保敦司・木下文雄「核医学ノート 第５版」（金原出版） 

参考図書等  

備  考  

 

科目ｺｰﾄﾞ 421 

科 目 名 分子生物学（Molecular Biology） 開講学科 臨床検査学科 

選択区分 必修 単位数（時間） １単位（30時間） 履修時期 ３年次前期 

 目科門専分区目科 紀美 枝檜 員教当担

授業概要 

１ DNA、染色体の構造について教授する。 

２ DNAの複製・修復について教授する。 

３ 遺伝子の転写とその調節及びタンパク質合成(翻訳)について教授する。 

４ DNAの取り扱いと組換えDNA技術について教授する。 

授業目標 

DNAの複製、転写、翻訳および遺伝子の発現調節がどのようなメカニズムで行われているのかを理解し、

生命現象を分子レベルで理解することを目的とする。また、DNAの取り扱い方や組換えDNA技術などを理解

することも目標とする。 

授業内容 

 容       内 目   項 回

１～２ 遺伝子の構造と転写 
転写単位の構成（応答配列、TATA box、エキソン、イントロンなど）、真核

生物のRNAポリメラーゼと転写、RNAのプロセッシング 

３～４ 遺伝子発現調節 転写調節、翻訳メカニズムとその調節機構 

５ 遺伝子の複製と修復 

遺伝子の組換え形式、組換え機構、非相同組換えDNAの半保存的複製、リー

ディング鎖、ラギング鎖、テロメラーゼ、DNAポリメラーゼと校正機能、DNA

の損傷と修復 

６～９ DNAの取り扱い 
DNAの合成・分解・修飾に関与する酵素、制限酵素、PCR、逆転写、塩基配列

決定法（サンガー法、マクサム・ギルバート法）、 

10～13 組換えDNA技術 宿主とベクター、組換え体の作成と細胞への導入 

14 分子生物学とモデル生物 分子生物学を発展にモデル生物はどのように寄与してきたのか。 

15 まとめ 授業の総括、理解度について評価する。 

成 績 評 価 方 法 筆記試験を課す 

教科書 井出利憲「よくわかる分子生物学の基本としくみ」（秀和システム） 

参考図書等 
Garland Science 社、Essential Cell Biology (第４版)、Bruce Alberts, Dennis Bray, Karen Hopkin, 
Alexander D Johnson, Julian Lewis, Martin Raff, 著 Keith Roberts, Peter Walter 

備   考 １年生生命科学・生化学で習ったことは復習しておくこと、新しく習うことは予習が必要 

 


